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はじめに
公衆衛生とは、「組織された社会的努力を通じて、疾病を予防して寿命を延長し、身体的お

よび精神的健康と能率を向上させようとする科学であり技術である（ウインズロー：1920 年）」
と定義され、現代では、「地域社会の人々の健康の保持・増進をはかり、疾病を予防するため、
公私の保健機関や諸組織によって行われる衛生活動（ブリタニカ国際大百科事典より）」と解説
されています。このことから、組織的な衛生活動を担う東京都薬剤師会は、事業目的に「公衆
衛生の助長協力」を謳い、この目的の達成に向け様々な事業展開をしております。

当会の願いは、地区薬剤師会及び個々の会員の皆様が、地域住民の健康の保持・増進をはか
り疾病予防を実践し、薬剤師法第一条で定められた「公衆衛生の向上及び増進」に寄与するこ
とです。具体的には、環境衛生や公衆衛生、そして感染症対策や成人病予防、母子衛生等を含
む対人衛生等の活動に積極的に取り組み、地域住民の健康な生活をかかりつけ薬剤師としてサ
ポートできるよう活躍することであると考えております。

さて、令和 4 年 7 月 11 日、厚生労働省から「薬局薬剤師の業務及び薬局の機能に関するワー
キンググループとりまとめ」が公表されました。その中で平成 27 年に政府の基本方針で示され
た処方箋受付時以外の対人業務に関して、セルフケア、セルフメディケーションの支援等、健
康サポート機能の更なる充実が求められています。さらに、地域医療構想・計画の重点事項で
ある 5 疾病（がん、脳卒中、心筋梗塞等の心血管疾患、糖尿病、精神疾患）への適切な対応も
挙げられています。

このような考え方から、当会では平成 24 年 4 月から会員の皆様の公衆衛生活動の一助とな
るよう、「消毒に関する Q&A」、続いて「薬物乱用防止に関する Q&A」「感染症予防に関する
Q&A」「公衆衛生に関する Q&A ～災害編～」と、過去 4 回にわたって冊子を発刊してまいり
ました。さらに東京都では、平成 25 年度から令和４年度までを対象として東京都健康推進プラ
ン 21（第二次）を策定し、誰もが生涯にわたり健やかで心豊かに暮らすことができる社会を目
指す取り組みが行われていますが、「国民の健康の増進の総合的な推進を図るための基本的な方
針」の改訂により、この取り組みは 1 年延長され令和 5 年度までとなりました。そこで、今回
は地域住民の健康をサポートする薬剤師・薬局への支援を目的として「公衆衛生に関する Q&A
～健康サポート編～」を作成することといたしました。本冊子は東京都健康推進プラン 21 の項
目に対して、わかりやすく Q&A 方式を採用しており、資料についても QR コードを付記し活
用できるようになっております。

この冊子が薬局に来局する地域住民の皆様への健康相談等に活用され、薬局の日常業務にお
ける健康サポート機能の充実の参考資料となることを期待しています。

最後に本冊子の作成にあたり、企画から原稿執筆・編集発行にご尽力いただいた東京都薬剤
師会公衆衛生委員会の委員、事務局の皆様に深く感謝申し上げます。

令和５年６月

公益社団法人 東京都薬剤師会

会長　永田泰造
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　本書は、健康日本 21（第二次）の中間報告で目標を達成できていない項目に
ついて、薬局薬剤師が関わることのできる生活習慣の改善や、重症化予防に貢献
できる内容をとりあげました。
　薬剤師が都民とのコミュニケーションを図るためのツールとして活用できるよ
う、都民を対象としたリーフレットを冊子内に組み入れ、見本を小さく掲載して
必要なときには QR コード＊からダウンロードするなどの手法を採用した健康サ
ポート編として編集してあります。薬局薬剤師がセルフケア、セルフメディケー
ションの支援等の健康サポート業務を充実させるための拠り所として活用してい
ただけると幸いです。
＊本書掲載の URL（QR コード）は、本書発行後に発行元で変更されている場合があります。

公益社団法人東京都薬剤師会　公衆衛生委員会
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A3.
HPVワクチンについて説明できますか？Q3.

子宮頸がんは罹患数・死亡者数ともに近年増加傾向にあり、特に 50 歳未満での
罹患数の増加が問題となっています。子宮頸がんの原因の約 95 % はヒトパピロー
マウイルス（HPV）の感染によるものです。

HPV に感染してから子宮頸がんに進行するまでは数年～数十年と考えられてい
ます。

HPV ワクチンによる感染予防と子宮頸がん検診によるスクリーニングでがんを
早期発見・早期治療することが大切です。

【ワクチンの種類】
HPV ワクチンは感染を防ぐことができる HPV の種類によって、2 価ワクチン（16

型、18 型）、4 価ワクチン（6 型、11 型、16 型、18 型）、9 価ワクチン（6 型、
11 型、16 型、18 型、31 型、33 型、45 型、52 型、58 型）の 3 種類があります。
これらのワクチンは HPV 感染を予防するものであるため、初めての性交渉前に接
種することが最も効果的です。

【ワクチンの対象者】
令和 4 年 4 月からは 12 ～ 16 歳の女子に個別に通知して HPV ワクチン接種を

促すことになりました。また、勧奨差し控えの期
間である平成 25 年（2013 年）からの 8 年間にワ
クチンを接種できなかった女性に対しては公費で
キャッチアップ接種を実施しています（令和 4 年
4 月～令和 7 年 3 月の 3 年間）。男性においても
HPV は中咽頭がん、尖圭コンジローマなどの原因
となるため、HPV ワクチンの接種によりそれらの
病気を予防することができます。将来のパートナー
を病気から守るという観点からも重要です（但し、
令和 5 年 3 月時点では公費対象外）。
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